
ゆるキャラ　わかさ姫
火縄銃兵衛　誕生！



　

４
月
23
日
、
市
民
体
育
館
に
お

い
て
「
平
成
27
年
度
行
政
連
絡
員

総
会
」
を
開
催
し
、
委
嘱
状
交
付

の
後
、
職
務
に
つ
い
て
の
説
明
や

市
役
所
各
課
か
ら
業
務
説
明
・
連

絡
事
項
及
び
各
種
補
助
制
度
に
つ

い
て
案
内
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

校
区
行
政
連
絡
員
及
び
行
政
連

絡
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役

と
し
て
、
様
々
な
分
野
で
市
政
運

営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

【
永
年
勤
続
表
彰
】
該
当
者
無
し

【
校
区
行
政
連
絡
員
・
行
政
連
絡

員
名
簿
】
左
表
の
と
お
り

行政連絡員総会開催

■問い合わせ先
　西之表市役所地域支援課コミュニティ推進係
　℡ 22‐1111 内線 215

　

市
で
は
、
平
成
20
年
度
に
「
西

之
表
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
条

例
」
を
制
定
し
、
全
国
の
み
な
さ

ま
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

寄
附
は
、
本
市
へ
直
接
寄
附
を

し
て
い
た
だ
く
方
法
、
鹿
児
島
県

を
経
由
し
て
い
た
だ
く
方
法
の
2

種
類
が
あ
り
、
そ
の
寄
附
は
、「
子

育
て
支
援
・
人
材
育
成
・
産
業
振

興
」
な
ど
8
と
お
り
の
使
途
を
指

定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
寄
附
金
の
総
額
は
次
の
と
お

り
で
す
。

西之表市ふるさと応援寄附金（本市への直接寄附）
全40件　（関東21件・関西10件・東海1件・
　　　　　中国 2件・四国 1件・九州 5件）

かごしま応援寄附金（鹿児島県を経由して本市へ寄附）
全 4件
（関東 2件、関西 2件）

西
之
表
市
の
取
り
組
み

平成 26 年度　西之表市ふるさと応援
寄附金・かごしま応援寄附金の総額

多大なご支援ありがとうございました

西之表市
ふるさと応援寄附金
かごしま応援寄附金
■問い合わせ先
　市役所地域支援課協働推進係
　℡ 22‐1111 内線 214

　

み
な
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
西
之
表
市
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
」
及
び
「
か
ご
し

ま
応
援
寄
附
金
」
は
、
次
の
事
業

の
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

●
新
ゆ
る
キ
ャ
ラ

　
　
「
わ
か
さ
姫
」
誕
生
！

　

今
回
「
火
縄
銃
兵
衛
」
の
着
ぐ

る
み
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
と
と

も
に
、
新
た
に
「
わ
か
さ
姫
」
も

制
作
し
、
合
わ
せ
て
今
後
の
種
子

島
（
西
之
表
市
）
の
Ｐ
Ｒ
に
使
用

し
て
い
く
予
定
で
す
。
種
子
島
鉄

砲
ま
つ
り
や
大
型
客
船
寄
港
時
の

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
等
、
島
外
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
す
の
で
、
見
か
け
た
際
に

は
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

●
第
７
回 

全
国
離
島
交
流

　

中
学
生
野
球
大
会
支
援
事
業

　

平
成
25
年
８
月
、
新
潟
県
佐
渡

島
（
佐
渡
市
）
で
開
催
さ
れ
た
「
全

国
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会
」

（
通
称
：
離
島
甲
子
園
）
に
参
加

し
た
種
子
島
中
学
校
野
球
部
へ
の

助
成
を
行
い
ま
し
た
。
初
戦
か
ら

４
試
合
を
勝
ち
進
み
、
見
事
、
優

勝
し
ま
し
た
。

　

朝
早
く
か
ら
球
場
の
掃
除
を
し

た
り
、
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
す
る

中
学
生
の
姿
に
大
会
提
唱
者
の
村

田
兆
治
さ
ん
や
開
催
地
の
佐
渡
市

長
も
感
動
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

●
図
書
の
購
入

　

図
書
を
購
入
し
、
榕
城
小
学
校

へ
届
け
ま
し
た
。



平成 27 年度　校区行政連絡委員・行政連絡員名簿



梅
雨
に
備
え
て　

防
災
対
策
を
！

　

今
年
も
梅
雨
の
季
節
の
到
来
で
す
。
梅
雨
時
期
の

集
中
豪
雨
に
よ
り
、
毎
年
多
く
の
命
や
財
産
が
失
わ

れ
て
い
ま
す
。
雨
が
降
り
続
く
と
地
盤
が
緩
み
、
が

け
崩
れ
な
ど
の
危
険
な
災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
雨
が
降
る
前
に
身
の
回
り
を
再
度
確
認
し
て

防
災
対
策
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
「
防
災
」
の
重
要
性

　

普
段
か
ら
災
害
を
意
識
し
気
象
情
報
に
気
を
つ
け

る
こ
と
に
よ
り
、
早
め
の
安
全
対
策
が
可
能
で
す
。

　

万
が
一
に
備
え
て
早
め
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
日

頃
か
ら
家
族
と
避
難
場
所
や
安
全
な
避
難
経
路
を
確

認
し
、
非
常
時
の
持
ち
出
し
品
な
ど
を
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

少
し
で
も
危
険
を
感
じ
た
ら
、
隣
近
所
で
声
を
掛

け
合
い
、
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◆
梅
雨
入
り
前
の
点
検

　

雨
ど
い
の
つ
ま
り
、
屋
根
瓦
の
ず
れ
、
水
路
の
ご

み
や
砂
、
窓
ガ
ラ
ス
や
外
壁
の
ひ
び
わ
れ

◆
常
備
品
の
準
備

　

懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、
予
備
乾
電
池
、
飲
料
水
、

非
常
食
、
タ
オ
ル
、
貴
重
品
、
救
急
セ
ッ
ト
、

　

衣
類
・
下
着
類
、そ
の
他（
軍
手
、ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
ラ
ッ
プ
、
生
理
用
品
、
紙
お

む
つ
等
）

土
砂
災
害
に
備
え
て

〜
６
月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
〜

　

土
砂
災
害
は
大
雨
、
台
風
、
地
震
等
に
よ
り
突
発
的

に
発
生
し
、
一
瞬
に
し
て
多
く
の
人
命
や
財
産
を
奪
う

危
険
な
災
害
で
す
。
と
く
に
梅
雨
や
台
風
な
ど
に
よ
り

土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
土
砂
災
害
か

ら
身
を
守
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

●
土
砂
災
害
防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
土
砂
災
害
警
戒

区
域
や
避
難
場
所
等
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

（
※
土
砂
災
害
防
災
マ
ッ
プ
の
配
布
は
６
月
を
予
定
し

て
い
ま
す
。）

●
雨
が
強
く
な
っ
て
き
た
ら
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
防

災
無
線
等
で
気
象
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。

●
避
難
勧
告
な
ど
の
連
絡
が
あ
っ
た
と
き
や
前
兆
現
象

な
ど
危
険
を
感
じ
た
と
き
は
、
直
ち
に
避
難
し
ま
し
ょ

う
！

◆気象情報の収集
　県の災害・防災気象情報や気象庁のホームページからも、最新の気象・雨量
情報などが提供されています。
　・西之表市防災情報リンク集
　　パソコン版　http://www.city.nishinoomote.lg.jp/disaster/link/link.html
　・鹿児島県河川砂防情報システム
　　パソコン版　http://www3.doboku-bousai.pref.kagoshima.jp/
　　携帯電話版　http://www3.doboku-bousai.pref.kagoshima.jp/mobile/
　　ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ版　 http://www3.doboku-bousai.pref.kagoshima.jp/smart/

　パソコンをお持ちでない方は、気象台の発表する気象情報を電話で（０９９７２１７７）確認することができ
ます。通話料金は利用者負担になります。
　自分に合った方法で、提供される情報を取り出して、災害への早期対策がとれるよう心がけ、日頃から、気象情報・
防災行政無線情報には十分注意してください。

◆ＮＴＴ災害用伝言ダイヤル１７１
　地震や豪雨などによる災害が発生し、電話がつながりにくい状況になった場合、安否確認の伝言を録音できる
サービスです。
　局番なしの「１７１」をダイヤル後、ガイダンスに従ってご利用ください。ご利用にあたっては、事前の契約
は不要です。なお、伝言の録音、再生時の通話料のみ必要です。

◆災害時の連絡先

　西之表市役所
　℡２２‐１１１１

　西之表消防署
　℡２２‐０１１９

　種子島警察署
　℡２２‐０１１０

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
総
務
課
防
災
消
防
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
０
５
・
２
０
６

《ＱＲコード（携帯）》 《ＱＲコード
（スマートフォン）》



西
之
表
市

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
に

種
子
島
秀
洲
氏
が
就
任

　

前
会
長
の
寺
元
健
二
氏
の
退
任

に
伴
い
、
平
成
27
年
４
月
１
日
付

け
で
、
種
子
島
秀
洲
氏
（
70
歳
・

西
之
表
中
目
）
が
西
之
表
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
会
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

　

種
子
島
氏
は
、
平
成
17
年
か
ら

平
成
25
年
ま
で
の
８
年
間
、
本
市

の
副
市
長
を
務
め
ら
れ
た
後
、
平

成
26
年
７
月
か
ら
種
子
島
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
を
務
め
て
い
ま

す
。

　

新
体
制
の
も
と
、
今
後
も
引
き

続
き
、
市
と
社
会
福
祉
協
議
会
が

連
携
し
て
地
域
福
祉
の
充
実
の
た

め
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

国
保
の
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す
。

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

◇
特
定
健
診
と
は
？
◇

　

特
定
健
診
は
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
約
６
割
を
占
め
る
生
活
習
慣
病

（
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症
等
）
の
予
防
の
た
め
に
40
歳
〜
74
歳

ま
で
の
方
を
対
象
に
『
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症

候
群
）』
に
着
目
し
た
健
診
で
す
。
健
診
は
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
重

篤
な
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
「
忙
し
く
て
時
間
が
な
い
」「
健
康
だ
か
ら
…
」
と
理
由
を
つ
け
て
、

健
診
を
受
け
ず
に
い
ま
せ
ん
か
？
年
に
１
回
の
特
定
健
診
や
各
が
ん
検

診
を
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◇
平
成
27
年
度
特
定
健
診
（
国
保
）
に
つ
い
て
◇

　

特
定
健
診
の
受
診
券
（
緑
色
ハ
ガ
キ
）
を
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
を
対
象
に
５
月
中
旬
に
配
布
し
ま
し
た
。こ
の
受
診
券
を
持
っ

て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
や
契
約
医
療
機
関
で
無
料
で
特
定
健
診

を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
特
定
健
診
の
検
査
項
目
】

〇
身
体
計
測
・
腹
囲　

〇
血
圧
測
定
・
問
診　

〇
尿
検
査
（
蛋
白
・
糖
）

〇
血
液
検
査
（
血
中
脂
質
・
肝
機
能
・
血
糖
）
〇
診
察

〇
医
師
の
判
断
に
よ
る
追
加
検
査
（
貧
血
・
心
電
図
・
眼
底
検
査
）

〇
市
独
自
の
追
加
項
目
（
腎
機
能
検
査
・
尿
潜
血
）

　

◇
受
診
方
法
◇

　

集
団
健
診
：
が
ん
検
診
と
同
日
受
診
が
で
き
て
お
得
！

　

６
月
10
日
（
水
）
〜
６
月
13
日
（
土
）
と
７
月
26
日
（
日
）
〜
７
月

29
日
（
水
）
に
保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
で
受
診
で
き
ま
す
。
待
ち
時

間
の
短
縮
を
図
り
、
早
朝
７
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

個
別
健
診
：
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
受
診
で
安
心
！

　

６
月
〜
平
成
28
年
１
月
末
ま
で
受
診
で
き
ま
す
。
ご
自
分
の
都
合
の

良
い
時
期
に
あ
わ
せ
た
受
診
が
で
き
ま
す
。
医
療
機
関
は
受
診
券
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
医
療
機
関
で
の
個
別
健
診
は
事
前
予
約
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
健
診
当
日
は
、
食
事
を
と
ら
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
75
歳
以
上
の
方
は
長
寿
健
診
を
保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
・
市
内
契

約
医
療
機
関
に
て
受
診
で
き
ま
す
。

西
之
表
市
の
特
定
健
診
は
と
っ
て
も
お
得
！

お
得
１　

　
お
得
２

　
お
得
３

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
民
健
康
保
険
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
１
１
・
３
１
２



■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
行
政
経
営
課
財
政
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
１
０
・
２
８
０

力くん

１　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
最
終
予
算
（
見
込
）
の
状
況

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
最
終
予
算
見
込
額
（
３
月
補
正
後
）
は
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１
３
億
３
２
６
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
地
方
交
付
税
が
40
億
７
５
５
５
万
円
、
国
県
支
出
金
が

34
億
８
８
５
４
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
の
67
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
財
源
の
多
く
を
占
め
る
市
税
は
、
13
億
７
２
４
６
万
円
で

12
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
少
子
高
齢
化
も
相
ま
っ
て
年
々
増
加
す
る
社
会
保
障
費
の
増

に
伴
い
、
民
生
費
が
34
億
１
１
３
８
万
円
、
借
入
金
の
返
済
と
し
て
の
公

債
費
が
、
11
億
７
６
０
万
円
と
な
り
全
体
の
40
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

特
色
的
な
普
通
建
設
事
業
と
し
て
は
、
消
防
ポ
ン
プ
付
救
助
工
作
車
更

新
事
業
1.6
億
円
、
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
1.4
億
円
、
汚
泥
再
生

処
理
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
３
億
円
、社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業（
３

本
）
７
千
万
円
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
財
政
の

健
全
化
を
表
す
「
健
全
化
判
断
比
率
」
の
４
指
標
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
も
と
、
経
年
変
化
で
着
実
に
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
市

民
の
視
点
を
基
本
と
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
引
き
続
き
財

政
の
健
全
化
を
進
め
ま
す
。

【
参
考
】

　

平
成
26
年
国
の
補
正
等
に
よ
り
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
（
15
事
業
：
15
億
５
千

円
）
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
内
訳
は
、地
方
創
生
関
連
や
災
害
復
旧
事
業
、

道
路
改
良
、
防
災
拠
点
施
設
改
修
事
業
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳入歳出総額　113 億 3,262 万円　3月補正予算後

【歳出】 【歳入】

総務費
1,615,166
14.2％

民生費
3,411,380
30.1％

公債費
1,107,608
9.8％教育費

1,120,632
9.9％

農林水産
業費
860,887
7.6％

衛生費
1,027,109
9.1％

その他
2,189,846
19.3％

農林農林
育費費育育費費

地方交付税
4,075,553
36.0％

国庫支出金
2,543,647
22.4％

市税
1,372,466
12.1％

市債
1,238,156
10.9％

県支出金
944,898
8.3％

諸収入
183,831
1.6％

その他
974,077
8.7％

金
％％ 8..7％7％

２　

平
成
26
年
度
市
税
の
内
訳

　

市
税
の
う
ち
、
一
番
大
き
な

比
重
を
占
め
る
も
の
は
固
定
資

産
税
の
６
億
６
１
０
２
万
円
で
、

次
に
大
き
い
も
の
は
市
民
税
の

５
億
８
５
０
７
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。区　分 決算見込額

固 定 資 産 税 661,020
市 民 税 585,073
市 た ば こ 税 124,607
軽 自 動 車 税 57,283
都 市 計 画 税 26,826

合　計 1,454,809

【単位：千円】

【単位：千円】 【単位：千円】



３　

市
民
一
人
当
た
り
の
公
債
費
償
還
負
担
額

（
平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
）

　

地
方
財
政
状
況
調
査
の
決
算
収
支

を
も
と
に
、
年
度
末
の
人
口
で
除
し

て
い
ま
す
。
26
年
度
は
３
月
補
正
後

の
予
算
額
で
積
算
し
て
い
ま
す
。 

　

公
債
費
は
、
借
入
金
の
返
済
額
の

こ
と
で
す
。
平
成
26
年
度
は
、
11
億

７
６
１
万
円
、
市
民
一
人
当
た
り
の

負
担
額
は
６
万
８
８
５
５
円
と
な
り

ま
し
た
。
経
年
変
化
で
減
少
し
て
い

る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
平
成
26
年
度

末
の
地
方
債
（
借
入
金
）
残
高
見
込

額
は
、
１
０
２
億
３
２
６
２
万
円
に

な
る
予
定
で
す
。

93,727
83,947

72,017 68,855

100000

60000

0
H23 H24 H25 【年度】

【円】

H26

４　

市
民
一
人
当
た
り
の
歳
出
額
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

税
負
担
額
年
度
別
比
較

 【単位：円】

区分 市民 1人に
使われるお金

市民１人当たりが
納める税金

23 年度 570,351 82,494
24 年度 596,199 82,962
25 年度 559,743 85,131
26 年度 704,503 90,439

　

市
民
一
人
に
使
わ
れ
る
お
金
と
納

め
る
税
金
は
、
当
該
年
度
の
地
方
財

政
状
況
調
査
の
決
算
収
支
を
も
と
に
、

年
度
末
の
人
口
で
除
し
て
い
ま
す
。 

　

市
民
一
人
に
使
わ
れ
る
お
金
は
、

昨
年
同
期
に
比
べ
約
14
万
円
の
増（
約

26
％
）、
納
め
る
税
金
は
約
５
千
円
の

増
（
約
６
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
26
年
度
は
３
月
補
正
予
算
後

の
予
算
額
に
対
し
て
の
積
算
見
込
み

で
す
。

【単位：千円、％】

区 分 平成 26 年度予算見込額
予算額 歳入執行額 執行率 歳出執行額 執行率

一 般 会 計 11,332,628 10,009,598 88.3 9,825,627 86.7

特別会計

簡 易 水 道 196,500 197,826 100.7 185,426 94.4
国 民 健 康 保 険 2,662,106 2,663,445 100.1 2,660,924 100.0
交通災害共済事業 2,836 2,178 76.8 1,775 62.6
地 方 卸 売 市 場 1,644 1,627 99.0 1,287 78.3
介 護 保 険 2,031,384 1,956,996 96.3 2,000,175 98.5
後期高齢者医療保険 213,184 207,367 97.3 206,681 96.9

計 5,107,654 5,029,439 98.5 5,056,268 99.0
合 計 16,440,282 15,039,037 91.5 14,881,895 90.5

５　

各
会
計
別
予
算
の

　
　

最
終
予
算
見
込
の
状
況※歳入歳出執行額は、平成 27 年 4月 30 日現在※歳入歳出の執行については、逓次繰越と繰越明許費を含んでいます。

市役所の財政状況を測定する３つの『指標』
①財政基盤の強さを表す『財政力指数』
②財政の柔軟性をみる『経常収支比率』
③財政負担の程度を示す『実質公債費比率』

◎
西
之
表
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

区 分 22年度 23 年度 24 年度 25 年度 類似団体内平均値
①財政力指数 0.26 0.26 0.25 0.25 0.42
②経常収支比率 90.3 94.7 94.2 93.0 89.6
③実質公債費比率 15.7 14.4 12.5 10.8 12.8

【西之表市の財政状況指標】

　

財
政
状
況
を
測
定
す
る
３
つ
の

指
標
に
つ
い
て
下
表
を
見
て
み
る

と
、
実
質
公
債
費
比
率
を
除
き
、

類
似
団
体
（
人
口
、
産
業
構
造
が

類
似
し
た
団
体
）
の
平
均
値
と
比

べ
大
き
く
差
が
あ
り
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

改
善
策
と
し
て
、
市
税
等
徴
収

へ
の
取
組
強
化
や
経
費
節
約
、
借

入
金
の
抑
制
な
ど
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
特
に
市
の
財
政
の

柔
軟
性
を
判
断
す
る
「
経
常
収
支

比
率
」
及
び
借
入
金
等
の
実
質
的

な
財
政
負
担
の
程
度
を
示
す
「
実

質
公
債
費
比
率
」
は
、
経
年
変
化

で
大
き
く
改
善
さ
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

市
の
借
金
で
あ
る
地
方
債
残
高

は
、
借
入
の
抑
制
と
こ
れ
ま
で
の

繰
上
返
済
に
よ
り
平
成
13
年
度
の

約
１
７
５
億
円
を
ピ
ー
ク
に
毎
年

減
少
し
、
平
成
26
度
末
に
は
、
約

１
０
２
億
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

一
方
、
貯
金
と
な
る
基
金
残
高

は
、
平
成
19
年
度
に
借
入
金
を
繰

上
返
済
す
る
た
め
に
取
り
崩
し
た

影
響
も
あ
り
４
億
円
程
度
ま
で
減

少
し
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
度
末

に
は
、
約
21
億
円
程
度
に
な
る
見

込
み
で
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
継
続
費
と

な
っ
て
い
た
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
や
新
種
子
島
産
婦

人
科
医
院
建
設
事
業
が
終
了
、
ま

た
防
災
拠
点
施
設
改
修
事
業
や
に

ぎ
わ
い
創
出
事
業
な
ど
市
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
諸
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。
事
務
事
業
の
選
定
に

つ
い
て
は
行
政
評
価
制
度
を
駆
使

し
な
が
ら
、
財
政
健
全
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
引
き
続
き
推
進
し

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。



本
城
小
学
校

田
中
小
学
校

住
吉
小
学
校

伊
関
小
学
校

伊佐
市立

西之
表市
立

学
童
疎
開

　

昭
和
20
年
３
月
18
日
午
後
１
時

か
ら
４
時
ま
で
、
グ
ラ
マ
ン
戦
闘

機
延
べ
12
機
が
西
之
表
地
区
を
爆

撃
し
、
死
亡
６
名
、
負
傷
19
名
、

行
方
不
明
17
名
、
全
焼
の
住
家
62

棟
の
災
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

後
爆
撃
は
、
３
月
25
日
、
４
月
19

日
に
も
行
わ
れ
、
多
く
の
住
民
が

被
災
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
、
種

子
島
全
島
の
小
学
校（
国
民
学
校
）

の
２
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
を
対

象
に
、
全
員
伊
佐
・
大
口
方
面
へ

疎
開
を
開
始
し
、
西
之
表
地
区
か

ら
は
、
約
２
７
０
０
名
が
疎
開
し

ま
し
た
。

　

当
時
、
安
城
校
の
生
徒
を
引
率

し
た
長
野
菅
彦
教
諭
は
、
疎
開
の

様
子
を
『
思
い
出
の
記
〜
安
城
疎

開
団
〜
』
に
記
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
に
は
、
種
子
島
を
思
い
、
深

い
悲
し
み
の
中
で
生
活
す
る
子
ど

も
の
様
子
や
疎
開
先
で
病
弱
な
子

ど
も
を
手
厚
く
看
病
し
て
く
れ
る

家
庭
が
あ
っ
た
こ
と
、
１
日
２
合

の
配
給
で
は
足
り
ず
、
飢
え
、
疲

れ
、
病
気
と
戦
っ
た
こ
と
な
ど
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
時
中
、
最
期
の
別
れ
に
な
る

こ
と
を
覚
悟
し
て
疎
開
さ
せ
た
両

　

昭
和
37
年
、
旧
大
口
市
、
旧
菱

刈
町
と
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
し

ま
し
た
。
姉
妹
都
市
盟
約
宣
言
に

は
疎
開
す
る
に
当
た
っ
て
大
口
市

民
、
菱
刈
町
民
の
心
か
ら
の
厚
遇

に
感
謝
し
、
市
民
間
で
友
情
が
絶

え
る
こ
と
な
く
交
流
を
続
け
て
い

疎開学校先 受入先 校区名 疎開児童数

榕城国民学校 大口市 大口、大口東、牛尾 860 名

国上国民学校 大口市 曽木、針持 380 名
立山国民学校 大口市 山野 68 名
安城国民学校 菱刈町 菱刈 158 名
下西国民学校 大口市 山野 53 名

古田国民学校 菱刈町 菱刈 33 名
（卒業名簿）

上西国民学校 大口市 平出水 155 名

伊関国民学校 菱刈町 田中 158 名
（卒業名簿）

現和国民学校 大口市 羽月 295 名
鴻峰国民学校 菱刈町 湯之尾 不明
安納国民学校 大口市 羽月 164 名
住吉国民学校 菱刈町 本城 367 名

学童疎開先

《姉妹都市盟約 40 周年記念誌より》

親
、
疎
開
す
る
子
ど
も
た
ち
、
ま

た
、
決
し
て
食
料
が
足
り
て
い
る

状
態
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
疎

開
を
受
け
入
れ
た
方
々
、
現
在
の

平
和
な
時
代
で
は
思
い
図
る
こ
と

の
で
き
な
い
苦
労
を
経
験
し
て
き

た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
38
年
５
月
の
市
政
の
窓
に

は
『
友
情
の
松
五
千
本
』
と
題
し
、

姉
妹
都
市
盟
約
を
記
念
し
て
菱
刈

町
か
ら
本
市
へ
黒
松
５
０
０
０
本

が
贈
ら
れ
、
岳
之
田
の
市
有
林
で

盛
大
に
植
樹
祭
を
行
っ
た
こ
と
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
か
ら

疎
開
の
時
に
受
け
た
温
か
い
援
助

を
き
っ
か
け
に
強
い
絆
を
作
っ
て

い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

旧
大
口
市
と
旧
菱
刈
町
は
、
平

成
20
年
に
合
併
し
、
現
在
の
伊
佐

市
と
な
り
ま
し
た
。
翌
21
年
に
本

市
と
姉
妹
都
市
盟
約
を
結
ん
で
い

ま
す
。

伊
佐
市
・
西
之
表
市
交
流
事
業

田
中
小
学
校
・
伊
関
小
学
校

本
城
小
学
校
・
住
吉
小
学
校

▲

▲

姉
妹
都
市
盟
約
の
締
結



　

今
年
、
戦
後
70
年
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
伊
佐
市
と
交
流
を
見
直

す
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

70
年
と
い
う
歳
月
が
当
時
の
記

憶
を
風
化
さ
せ
、
相
互
の
関
係
が

希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
理

由
の
１
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
疎
開
体
験
者
が
高
齢
と
な
り
、

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
へ
の
歴
史

の
伝
承
も
大
き
な
課
題
の
１
つ
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
伊
佐
市
立
本

城
小
学
校
と
伊
佐
市
立
田
中
小
学

校
の
６
年
生
の
児
童
が
修
学
旅
行

で
種
子
島
に
来
島
し
ま
し
た
。

　

５
月
12
日
（
火
）
台
風
６
号
の

接
近
に
伴
い
、
欠
航
が
危
ぶ
ま
れ

る
中
、
両
校
と
も
無
事
到
着
で
き
、

歓
迎
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
城
小
学
校
は
、
疎
開
時
受
入

先
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
住
吉
小
学

校
と
交
流
し
、
み
ん
な
で
給
食
を

食
べ
る
な
ど
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
疎
開
体
験

者
の
羽
島
友
治
さ
ん
か
ら
疎
開
当

時
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

田
中
小
学
校
も
疎
開
し
て
き
た

伊
関
小
学
校
と
交
流
し
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
疎
開
体
験
者
の
古

田
フ
サ
子
さ
ん
が
当
時
の
体
験
を

語
り
、
田
中
小
学
校
の
児
童
も
自

分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
当

時
の
様
子
を
真
剣
に
聴
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
台
風
一
過
の
晴
天
で
、

島
内
観
光
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

５
月
14
日
、
両
校
の
見
送
り
に

約
70
名
の
方
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。

伊
関
校
区
の
方
が
、
疎
開
中
は
校

区
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
と

児
童
ら
へ
お
土
産
を
届
け
る
一
幕

も
あ
り
、
改
め
て
疎
開
体
験
者
の

受
け
入
れ
家
庭
へ
の
思
い
の
強
さ
、

伊
佐
市
と
の
絆
の
強
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。

　

訪
れ
た
児
童
ら
も
歓
迎
の
時
の

戸
惑
っ
た
表
情
も
一
転
、
送
迎
時

は
高
速
船
の
中
か
ら
笑
顔
で
手
を

振
り
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。
交

流
し
た
両
校
も
疎
開
体
験
者
の
生

の
体
験
談
を
聴
き
、
思
い
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
両
市
の
絆
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
西
之
表
市
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
は
伊
佐

市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

今
回
も
多
く
の
関
係
者
が
講
演
や

送
迎
に
参
加
し
ま
し
た
。
将
来
、

民
泊
で
さ
ら
に
絆
が
深
ま
り
そ
う

で
す
。

疎
開
体
験
談
を
語
る
古
田
フ
サ
子
さ
ん

▲

疎
開
当
時
、
田
中
校
区
の
方
々
に
お
世

話
に
な
っ
た
と
送
迎
に
来
ら
れ
ま
し
た

▲

高
速
船
の
中
で
手
を
振
っ
て
別
れ
を
惜
し

む
子
ど
も
た
ち

▲

住
吉
小
学
校
、
み
ん
な
で
給
食
を
食

べ
ま
し
た

▲

疎
開
体
験
を
語
る
羽
島
友
治
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

田
下
友
枝
さ
ん

▲

た
く
さ
ん
の
方
が
見
送
り
、
修
学
旅
行

の
い
い
思
い
出
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す

▲

お
じ
ゃ
り
申
せ

本
城
小
学
校
・
田
中
小
学
校



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い
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▲わかさ姫、火縄銃兵衛の
お披露目もありました
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ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

餅米粉　………　60 ｇ
砂糖　　………　50 ｇ
塩　　　………　0.8 ｇ
かぼちゃ………　60 ｇ
※かぼちゃの種類によって水を適宜
揚げ油　………　適宜

①かぼちゃは皮をむき、ゆでて、熱いうちによくすりつぶし、
　砂糖、塩を加えてよくまぜる。
②①に餅米粉を入れてこねる。耳たぶ位の硬さになったら好みの形に作り、たっぷりの油を使い、低温（150℃）でじっく
り（8分 30 秒位）きつね色になるまで揚げる。
※かぼちゃの種類によって、水を少量加える。（耳たぶ位の硬さになるまで少しずつ。）
※３時間くらい冷ますとしっとりとやわらかくなります。（キッチンペーパーなどで包んで常温で冷ます。）

5
  3

55
  3

5
11
55
111

5
12
55
112





　

国
民
文
化
祭
開
幕
ま
で
あ
と

１
７
５
日
な
っ
た
５
月
９
日
（
土
）、

西
町
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
跡
地
に
て
、

国
民
文
化
祭
開
幕
１
７
５
日
前

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
天
で
、
鉄
砲
館
キ
ッ

ズ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ
る
ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
中
止
に
な

り
ま
し
た
が
、
か
ご
し
ま
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ぐ
り
ぶ
ー
」

と
「
さ
く
ら
じ
ま
ん
」
が
は
る
ば

る
応
援
に
駆
け
つ
け
、
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　
「
ぐ
り
ぶ
ー
」
は
相
変
わ
ら
ず

の
大
人
気
で
握
手
に
記
念
撮
影
に

大
忙
し
。
今
回
が
２
回
目
の
来
島

■問い合わせ先 市教育委員会社会教育課（市役所４階）　℡ 22‐1111 内線 257・258

　

４
月
19
日
（
日
）
に
市
民
体
育
館
で
子
ど
も
会
代
表
者
研
修
会
を
実
施

し
、
各
地
域
の
子
ど
も
会
か
ら
子
ど
も
会
員
と
育
成
会
員
１
名
ず
つ
参
加

し
ま
し
た
。

　

育
成
会
員
は
、『
全
国
子
ど
も
会
安
全
共
済
会
に
つ
い
て
』
な
ど
、
子

ど
も
会
運
営
に
関
す
る
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
間
、
子
ど
も
会
員

は
種
子
島
レ
オ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
簡
単
な
自
己
紹
介
や
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
後

に
、
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
研
修
の
最
後
は
、
参
加

者
全
員
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ「
キ
ン
ボ
ー
ル
」で
楽
し
く
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
会
は
、
様
々
な
活
動
を
と
お
し
、
異
な
る
年
齢
の
子
ど
も
と
交

流
し
た
り
、
地
域
の
歴
史
や
伝
統
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
子
ど
も

が
楽
し
く
学
べ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
の
為
に
、
育
成
会
の
皆
様
・
地
域
の
皆
様
の
温
か
い

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
子
ど
も
会
代
表
者
研
修
会
を
実
施
！

開
幕
１
７
５
日
前

　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
！

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
登
場
！

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
国
民
文
化
祭

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
を
お
披

露
目
し
ま
し
た
。
縦
160
セ
ン
チ
、

横
90
セ
ン
チ
の
大
き
な
ボ
ー
ド

で
、
開
幕
ま
で
の
日
数
を
掲
示
し

ま
す
。
今
後
も
た
く
さ
ん
の
方
の

目
に
と
ま
り
、
関
心
を
寄
せ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
更
な
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ご
来
場
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

と
な
る
「
さ
く
ら
じ
ま
ん
」
に
も
、

子
ど
も
た
ち
は
興
味
津
々
で
、
迫

力
の
あ
る
赤
い
ボ
デ
ィ
ー
に
思
わ

ず
泣
き
出
す
子
ど
も
も
い
ま
し
た

が
、
仲
良
く
一
緒
に
写
真
を
撮
る

な
ど
、
多
く
の
方
へ
国
文
祭
を
Ｐ

Ｒ
で
き
ま
し
た
。

かごしまＰＲキャラクター
（左）ぐりぶー　（右）さくらじまん

報告

▲キンボールの様子
　コート内を大きなボールと
歓声が飛び交いました。

▲危険予知トレーニング
今回は、川遊びの危険につ
いて考えました。

甲
女
川
こ
い
の
ぼ
り
の
掲
揚

　

４
月
24
日
か
ら
５
月
７
日
ま
で

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
願

い
、
甲
女
川
の
赤
尾
木
橋
上
空
に

寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
25
匹
の
こ

い
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
ま
し
た
。

　

こ
い
の
ぼ
り
を
寄
付
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲子どもたちの健全育成の願いを
乗せて元気に空を泳ぎます

こ
い
の
ぼ
り
寄
付
募
集

　

引
き
続
き
、
こ
い
の
ぼ
り
の

寄
付
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご

家
庭
で
不
用
の
こ
い
の
ぼ
り
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
寄
付
く
だ

さ
い
。

　

詳
細
は
、社
会
教
育
課
ま
で
。

11

国
文
祭
が
や
っ
て
く
る
No．
11



　

耐
震
性
が
不
足
し
て
い
る
マ
ン

シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
を

図
る
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
の

円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律
」
が
平

成
26
年
12
月
24
日
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
改
正
に
あ
わ
せ
て
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
区
分
所
有
者
、
管
理
組

合
、
借
家
人
な
ど
の
方
が
ご
利
用

い
た
だ
け
る
相
談
窓
口
と
し
て
、

公
益
財
団
法
人
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
・
紛
争
処
理
支
援
セ
ン
タ
ー
が

運
営
す
る「
住
ま
い
る
ダ
イ
ヤ
ル
」

で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
や
マ

ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
等
に
関
す
る

相
談
受
付
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

■問い合わせ先
　『住まいるダイヤル』
　℡ 0570‐016‐100
　（ナビダイヤル）
　℡ 03‐3556‐5147
　（PHS や一部 IP 電話）
　《受付時間》
　10:00 ～ 17:00
　※土日、祝休日、年末
　年始を除く

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
・

売
却
等
に
関
す
る
相
談

窓
口
『
住
ま
い
の
ダ
イ

ヤ
ル
』
開
設

【
支
給
対
象
者
】

　

平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
戦
没
者
等
に
係
る
公
務
扶
助

料
、
遺
族
年
金
等
の
年
金
給
付
を

受
け
る
権
利
者
が
い
な
い
遺
族
の

う
ち
、
ど
な
た
か
お
一
人
。

※
「
遺
族
」
と
は
、
戦
没
者
等
の

死
亡
当
時
に
既
に
生
ま
れ
て
い
た

遺
族
（
子
は
戦
没
者
等
の
死
亡
当

時
の
胎
児
を
含
む
。）
で
、
三
親

等
内
親
族
に
限
ら
れ
、
法
律
に
よ

り
支
給
順
位
や
要
件
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

【
支
給
内
容
】

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記

名
国
債

【
請
求
期
間
】

　

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

※
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十
回

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

■
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
福
祉
事
務
所
援
護
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
２
９

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

第
十
回
特
別
弔
慰
金
支

給
の
お
知
ら
せ

　

４
月
下
旬
か
ら
９
月
ぐ
ら
い
ま
で
は
ウ
ミ
ガ

メ
の
産
卵
・
ふ
化
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　

鹿
児
島
県
は
ウ
ミ
ガ
メ
上
陸
頭
数
が
日
本
で

一
番
多
く
、
県
内
で
も
種
子
島
は
屋
久
島
に
つ

い
で
二
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
世

界
的
に
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
貴
重

な
ウ
ミ
ガ
メ
を
守
る
た
め
に
「
鹿
児
島
県
ウ
ミ

ガ
メ
保
護
条
例
」
を
制
定
し
、
県
内
全
域
の
海

岸
で
許
可
な
く
ウ
ミ
ガ
メ
を
捕
獲
し
た
り
、
卵

を
採
取
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
二
人
の
ウ
ミ
ガ
メ
監
視
員
を
配
置

し
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
・
産
卵
状
況
調
査
を

行
い
な
が
ら
保
護
に
あ
た
り
、
平
成
26
年
度
は

４
６
６
回
の
上
陸
と
２
５
９
回
の
産
卵
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

ウ
ミ
ガ
メ
を
守
る
た
め
に
は
海
だ
け
で
な
く

砂
浜
の
環
境
も
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
安
心

し
て
産
卵
で
き
、
ふ
化
し
た
子
ガ
メ
が
無
事
に

海
に
帰
れ
る
よ
う
に
、
下
記
の
点
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

①砂浜で灯りをつけたり、喫煙をしない。
　産卵に上陸する母ガメは、光や音にとても敏感でわずかな光

でも海へ帰っていきます。また、子ガメは本能的に光に向かう

習性があるため、海へ帰れず悪影響を与える恐れがあります。

②上陸中や穴掘り中のカメには絶対に近づかない。
　産卵前は神経質になっているので、ストレスを受け、産卵を

やめて海へ帰ってしまいます。

③暗くなった海岸では、浜辺をむやみに歩き回ったり騒いだり
しない。
　暗闇では子ガメを踏んでしまう恐れがあります。

④海や浜にゴミ（空き缶、ビニールなど）を捨てない。
⑤ウミガメに触らない。

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
に

　
　
　
　

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
市
民
生
活
課
環
境
安
全
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
４



　

過
去
10
年
以
内
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納

め
忘
れ
の
あ
る
方
は
、
申
込
み
に
よ
り
平
成

24
年
10
月
〜
平
成
27
年
９
月
末
の
３
年
間
に

限
り
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
後
納
制
度
と
い
い
ま
す
。）

　

後
納
制
度
（
３
年
間
限
り
）

　

年
金
制
度
が
改
正
さ
れ
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
期
間

　
　
　
　
　

←

　

過
去
２
年
か
ら
10
年
に
延
長
さ
れ
ま
す
。

※
10
年
に
延
長
と
は
納
め
よ
う
と
す
る
月
前

10
年
以
内
の
期
間
で
す
。

（
例
）
平
成
17
年
６
月
分
の
場
合

　
　
　
　
　
　

←

　
　

  

平
成
27
年
６
月
末
ま
で
納
付
可
能

【
申
込
先
】

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

市
役
所
国
民
年
金
係

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
あ
る
方
へ

　
　
　

後
納
制
度
が
平
成
27
年
９
月
末
で
終
了
し
ま
す
！

■問い合わせ先
　西之表市地域包括支援センター
　（市役所健康保険課高齢者支援室）
　℡ 23‐5225

■■問い合合わわせせ先先
西之表市地域包括支援センター
（市役所健康保険課高齢者支援室）
℡℡ 2233‐55222255

　

４
月
か
ら
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
な
く
て
も
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

《
利
用
対
象
者
》　

65
歳
以
上
の
方
で

　

・
現
在
、
要
支
援
１
・
２
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

　

・
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
該
当
し
た
方

※
「
調
理
・
洗
濯
・
掃
除
等
が
自
分
だ
け
で
は
難
し
く
な
っ
た
」「
最
近
閉
じ
こ

も
り
ぎ
み
」「
疲
れ
や
す
い
」「
意
欲
が
わ
か
な
い
」
な
ど
・
・
気
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
）
に
つ
い
て

訪問介護（指定事業所）
　食事・入浴の介助などの身体
介護や掃除・洗濯・調理などの
生活援助

地域包括支援センター
　閉じこもり・うつ認知機能低
下の方を対象とした訪問による
相談（支援期間：6ケ月）

地域住民
　住民主体ボランテイアによる
ごみ出しや買い物などによる支
援など

訪問型サービス（ホームヘルプ）例

後
納
制
度
で
納
付
す
る
メ
リ
ッ
ト

　

不
足
し
て
い
る
期
間
の
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
よ
り
…

●
年
金
の
受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

●
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
増
額
さ
れ
ま

す
。

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

　

10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
期
間
（
納
付
・

免
除
以
外
）
や
未
加
入
期
間
が
あ
る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

　

①
の
期
間
の
ほ
か
、
任
意
加
入
中
に
納

め
忘
れ
の
期
間
が
あ
る
方

③
65
歳
以
上
の
方

　

年
金
受
給
資
格
が
な
く
任
意
加
入
中
の

方
な
ど

※
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は

申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。



ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
に
届
く

　
　
　
　
　
　
　
『
架
空
請
求
』
の
メ
ー
ル
・
・
・

利
用
し
た
覚
え
の
な
い
請
求
は
、

　
　
　
　
　
　
　

支
払
わ
ず
に
無
視
し
ま
し
ょ
う
！

《
事
例
》

　

未
払
い
金
の
債
権
回
収
を
し
て
い
る
と
い
う
業
者
か
ら
、
パ
ソ
コ

ン
に
メ
ー
ル
が
届
い
た
。「
滞
納
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
回

線
と
有
料
サ
イ
ト
利
用
料
の
請
求
」
と
の
こ
と
だ
が
、
利
用
し
た
覚

え
が
な
い
。「
期
日
ま
で
に
連
絡
し
な
い
と
、
法
的
手
段
に
訴
え
る
」

と
書
い
て
あ
る
。
業
者
に
は
連
絡
し
て
い
な
い
が
、
ど
う
し
た
ら
い

い
か
。　
（
80
歳
代
男
性
）

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

●
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
へ
の
メ
ー
ル
で
、
利
用
し
た
覚
え
の

な
い
料
金
を
請
求
さ
れ
る
「
架
空
請
求
」
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

●
「
期
日
ま
で
に
連
絡
す
る
よ
う
に
」
な
ど
と
書
い
て
あ
っ
て
も
、

絶
対
に
連
絡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。業
者
か
ら
の
請
求
が
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

●
「
訴
訟
を
起
こ
す
」「
弁
護
士
対
応
に
な
る
」
な
ど
不
安
を
あ
お
る

よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
て
も
、
利
用
し
た
覚
え
が
な
け
れ
ば
決

し
て
支
払
わ
ず
、
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

●
支
払
い
義
務
が
あ
る
か
ど
う
か
判
断
で
き
な
い
場
合
や
心
配
な
と

き
は
、
お
住
ま
い
の
自
治
体
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
『
見
守
り
新
鮮
情
報
』
よ
り

　

今
年
も
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で

特
別
公
開
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
開
催
日
】
６
月
14
日
（
日
）

【
時　

間
】
午
前
10
時

　
　
　
　
　
　

〜
午
後
３
時
30
分

【
場　

所
】

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
、
竹
崎
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
宇
宙
科
学
技
術
館
、
厚

生
棟
体
育
館

　

今
回
の
特
別
公
開
で
は
、
通
常
の

バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
見
学
で
き
な
い
場

所
が
見
学
で
き
る
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
バ

ス
ツ
ア
ー
」
や
、「
水
ロ
ケ
ッ
ト
打

上
げ
体
験
」、
さ
ら
に
メ
イ
ン
会
場

の
竹
崎
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
の
地
元

団
体
の
ス
テ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
致
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

特
別
公
開
の
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
Ｊ
Ａ
Ⅹ
Ａ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

　
　
　

特
別
公
開
２
０
１
５

昨
年
の
５
月
24
日
に
、Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ

ト
24
号
機
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
陸
域
観

測
技
術
衛
星
「
だ
い
ち
２
号
」
の
打
ち

上
げ
か
ら
１
年
と
な
り
ま
し
た
。「
だ

い
ち
２
号
」
は
、
災
害
時
の
状
況
把
握

や
、
森
林
観
測
、
資
源
探
査
な
ど
広
い

分
野
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
３
月
、
Ｊ
Ａ
Ⅹ
Ａ
は
「
だ
い

ち
２
号
」
の
観
測
デ
ー
タ
提
供
に
関
し

て
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
と
協

定
を
結
び
ま
し
た
。

　

第
１
弾
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
中
部
ガ

ボ
ン
の
森
林
保
全
に
だ
い
ち
２
号
」
の

画
像
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
画
像
を
利
用
し
て
違
法
伐
採

や
森
林
資
源
の
状
況
な
ど
を
定
期
的
に

監
視
し
て
い
ま
す
。

「
だ
い
ち
２
号
」

打
ち
上
げ
か
ら
１
年
！

と
に
か
く
無
視
！
支
払
わ
ず
連
絡
せ
ず
に
相
談
を
！



（
寄
付
者
名
）

（
住
所
）

（
故
人
名
）

長
野　

輝
彦

里
之
町

長
野　

哲
子

中
村　

惠
子

寺
之
門

中
村　

美
義

錨　

つ
え
子

池
田

錨　

孝
一

阿
世
知　

和
明
小
牧

阿
世
知　

國
忠

岡
村　

タ
ツ

松
畠

岡
村　

壽

榎
本　

美
智
子
鴨
女
町

榎
本　

冬

（
出
生
児
）
（
性
別
）

（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

古
田　

友と
も
の
し
ん

之
心

男

友
也

育
代

中
西

藤
川　

結ゆ
づ
き月

女

明

真
奈
美
熊
本
県

栫　

彩あ

み

な
美
奈

女

純
也

識

鹿
児
島
市

中
村　

幸こ
う
の
す
け

ノ
介

男

英
仁

理
香

中
西

水
流　

鈴す
ず
ね音

女

和
明

小
百
合
日
置
市

福
園　

育い
く
や也

男

裕
希

い
く
み
池
野

岩
元　

羚
り
ょ
う

男

健

夏
奈
江
西
町

寺
田　

理り

あ

な
亜
奈

女

亜
斗
夢
理
絵

鴨
女
町

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3803 4288 8091 3968
上西 252 287 539 288
下西 1074 1243 2317 1163
国上 582 638 1220 622
伊関 203 218 421 208
安納 206 220 426 225
現和 661 672 1333 679
安城 153 168 321 175
立山 59 53 112 58
中割 52 52 104 62
古田 198 232 430 206
住吉 437 515 952 529

［火　災］
 出火件数　 0 件
 うち建物　 0 件
［救　急］
 出動件数　56件
 うち急病　36件

発生件数　  6 件
死 者　  0 人
負 傷 者　  6 人

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご

寄
付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
副
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た

め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

［人口］
全体 16,266 人（＋ 180）
男性   7,680 人（＋   94）
女性   8,586 人（＋   86）

［世帯数］
世帯（＋ 121）

（　）内の数字は前月比

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

山
下　

ス
テ
子

79

城

浦
松　

シ
ノ

90

野
木
平

能
野　

惣
助

84

上
能
野

野
村　

ツ
ル
エ

89

住
吉
中
之
町

田
上　

チ
ヱ

94

深
川

羽
生　

逸
子

103

榕
城
中
目

池
野　

学

60

上
石
寺

中
野　

ト
シ
ヱ

66

柳
原

中
島　

利
雄

72

鴨
女
町

竹
原　

伊
平
次

98

上
石
寺

原
崎　

覺

86

今
年
川

落
合　

幸
夫

81

寺
之
門

德
永　

壽
子

70

住
吉
中
之
町

鮫
島　

忠
雄

84

安
城
下
之
町

柳　

寅
夫

88

榕
城
中
目

宮
里　

チ
ヨ
子

87

鴨
女
町

松
田　

ア
サ
エ

91

野
木
平

岩
坪　

ト
ミ

89

洲
之
崎

長
野　

ハ
ナ
エ

91

寺
之
門

古
園　

シ
ナ

97

浅
川

（
氏
名
）　 　
　
（
住
所
）

福
永　

真
司　
　
　

鴨
女
町

　
　

＆

宮
田　

裕
美　
　
　

鴨
女
町

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

阿
世
知　

ヒ
デ

95

池
之
久
保

遠
藤　

治

80

西
俣

坂
中　

ユ
キ
子

74

塰
泊

古
城　

ツ
ユ
子

82

美
浜
町

江
籠　

榮
子

85

西
町



家
の
周
り
筍
も
ぎ
て
佃
煮
に
酢
み
そ
み
そ
汁
天
ぷ
ら
と
並
ぶ

畑
で
は
う
ぐ
い
す
鳴
き
て
春
満
開
菜
の
花
を
摘
む
心
も
踊
る

春
先
の
掃
い
て
清
め
た
我
が
庭
に
黒
猫
来
た
り
ゴ
ロ
ン
と
寝
そ
べ
る

春
雨
に
打
た
れ
散
り
ゆ
く
桜
花
感
謝
の
念
に
幾
度
も
仰
ぐ

水
ぬ
る
み
狭さ

に
わ庭
に
水
仙
咲
き
始
め
そ
こ
へ
す
ず
め
の
群
の
降
り
立
つ

春
の
磯
ア
サ
リ
貝
掘
り
楽
し
み
て
秤

は
か
り

山
盛
り
売
り
し
日
も
あ
り

初
め
て
の
選
挙
参
加
は
都
知
事
選
都
会
に
生
き
ゆ
く
靴
音
高
し

窯か
ま

焚た

き
を
終
え
て
久
々
糸
垂
ら
す
静
か
に
海
を
味
わ
い
に
つ
つ

海
近
き
森
に
鎮し

ず

も
り
塩
作
り
伝
え
し
社
に
銅
鏡
祀ま

つ

れ
り

花
散
り
て
あ
っ
ぽ
う
ら
ん
ど
は
葉
桜
に
里
の
並
木
は
咲
く
こ
ろ
だ
ろ
う
か

今
日
も
晴
れ
仕
事
に
出
る
我
心
強
し
亡
夫
の
仕
事
は
戸
締
り
火
の
用
心

春
雨
に
ぬ
れ
て
芽
生
え
し
草
木
が
さ
つ
き
の
空
に
輝
き
放
つ

登
窯
の
白は

く

焔え
ん

に
陶
工
は
目
を
凝
ら
す
能
野
の
里
に
月
高
き
朝

我
が
店
の
肥
料
袋
の
見
え
る
家
ブ
レ
ー
キ
踏
ん
で
声
か
け
た
し
や

窓
に
立
ち
胸
が
高
鳴
る
春
の
海

春
出
会
い
色
々
あ
っ
た
ね
二
十
年

わ
ら
び
苑
・
大
瀬　

タ
ネ

松
畠
・
川
野
由
美
子

天
神
町
・
河
東　

鏡
自

鴨
女
町
・
桑
原　

房
子

野
首
・
笹
川　

滿
子

わ
ら
び
苑
・
祐
永
マ
サ
子

西
町
・
名
越　

和
子

上
能
野
・
福
元　

秀
義

東
町
・
牧
瀬　

克
英

現
和
苑
・
向
江　

ユ
リ

浅
川
・
村
添　

勝
代

白
石
・
森　

ア
イ
子

納
曽
・
八
板　

俊
輔

天
神
町
・
川
﨑　

正
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
あ
い
こ

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
み
き

区　分 島内産 島外産
入荷量 28 トン 20 トン
48 トン （58％） （42％）
取引額 741 万円 422 万円
1,163 万円 （64％） （36％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 1,502 525 4,690 506
葉 茎 菜 類 6,584 932 3,914 605
果 菜 類 2,031 726 3,821 1,377
そ の 他 16,225 2,806 3,282 694
小 計 26,342 4,989 15,707 3,182

果
物
類

かんきつ類 16 1 768 97
果 瓜 類 0 0 68 20
そ の 他 852 945 2,420 622
小 計 868 946 3,256 739

鳥卵・加工品等 541 323 998 297

花　類
61,884

1,148
0

0
本 本

青
果
状
況
【
４
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
６
月
の
休
み
》
３
日
・
７
日
・
10
日
・
14
日
・
17
日
・  　

　
　
　
　
　

  

21
日
・
24
日
・
28
日

今
月
の
表
紙
は
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
『
火
縄
銃
兵
衛
』
と
『
わ

か
さ
姫
』
を
喜
志
鹿
崎
灯
台
で
撮
影
し
ま
し
た
。
よ
く
晴
れ

た
日
で
、
き
れ
い
に
撮
れ
た
と
思
い
ま
す
。
今
月
は
い
ろ
ん

な
イ
ベ
ン
ト
に
登
場
し
、
大
活
躍
で
し
た
。
特
に
『
わ
か
さ

姫
』。「
か
わ
い
〜
」
と
た
く
さ
ん
の
方
に
囲
ま
れ
大
人
気
で

し
た
。

　

ま
た
、
今
月
は
伊
佐
市
と
の
交
流
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し

た
。
当
時
の
疎
開
体
験
者
は
、
今
も
感
謝
の
気
持
ち
を
強
く

持
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
戦
後
70
年

と
い
う
こ
と
で
、
伊
佐
と
の
交
流
事
業
が
い
く
つ
か
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
交
流
が
盛
ん
に
な
る
と
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま

す
。（
俊
）

夏
休
み
期
間
「
大
阪
〜
種
子
島
」
線
の
臨
時
便
（
直
行
便
）
が
就
航
し
ま
す
。

乗
り
継
ぎ
無
し
で
90
分
！
帰
省
や
旅
行
が
便
利
に
な
り
ま
す
。

【
運
航
日
】
８
月
１
日
〜
８
月
31
日　
【
ダ
イ
ヤ
】
大
阪
発
12
時
40
分
、
種
子
島
発
14
時
35
分

■
問
い
合
わ
せ
先　

種
子
島
空
港
利
用
促
進
協
議
会
（
中
種
子
町
役
場
企
画
課
内
）
℡
２
７
‐
１
１
１
１
内
線
２
８
６

夏
休
み
期
間
「
大
阪
〜
種
子
島
」
線
の
臨
時
便
（
直
行
便
）
が
就
航
し
ま
す
。

乗
り
継
ぎ
無
し
で
90
分
！
帰
省
や
旅
行
が
便
利
に
な
り
ま
す
。

【
運
航
日
】
８
月
１
日
〜
８
月
31
日
【
ダ
イ
ヤ
】
大
阪
発
12
時
40
分
、
種
子
島
発
14
時
35
分

■
問
■
問
い
合
い
合
わ
せ
わ
せ
先先

種種
子
島
子
島
空
港
空
港
利
用
利
用
促
進
促
進
協
議
協
議
会
（
会
（
中
種
中
種
子
町
子
町
役
場
役
場
企
画
企
画
課
内
課
内
）
℡
）
℡
２
７
‐
１
１
１

内
１
内
線線
２
８
６

　

市
政
の
窓
５
月
号
『
文
芸
に
し
の
お
も
て
』
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
能
野
浜
夕
日
に
映
え
る
木
々
の
影
今
も
昔
も
メ
ヒ
ル
ギ
の
里　

納
曽
・
山
﨑　

雅
惠

（
正
）
熊
野
浜
夕
日
に
映
え
る
木
々
の
影
今
も
昔
も
メ
ヒ
ル
ギ
の
里　

納
曽
・
山
﨑　

雅
惠



　北アメリカ原産で、別名『特
とっこう

攻花』とも言われています。日本では、ワイルドフラワーなどに利用されてきました。
　５月から７月にかけて、鮮やかな黄色の花をつけるオオキンケイギクは道路沿いでよく見かけますが、一度定
着すると在来の野草を駆逐し、辺りの景観を一変させてしまう性質をもっているため、生態系に影響を及ぼすも
のとして、植えたり、拡げたりすることは禁止されています。
　駆除する際には、根から引き抜いたものを２～３日天日にさらして枯死させた後、処分してください。場所に
よっては除草剤による駆除も効果的です。
　また、拡げないようにするためには、種子をつける前に駆除することが望まれます。
　西之表でも道路沿いの土手などにたくさん咲いている姿が見られます。とてもきれいな花で、道路を黄色で彩っ
ていますが、ほかの草花のためにも駆除をお願いします。

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は

　
　
　
　
　
　

特
定
外
来
種
で
す
！


